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平成２２年１１月２２日

左　官

久住　有生  様

　ご紹介いただいた久住有生です。左官屋の
三代目です。本当は左官の仕事はすごく嫌いだっ
たんですけれど、高３の夏休みに1人でスペイ
ンやイタリアを旅したとき、いろんな石の建
築とかガウディの建築を見て感動し、それで
この道に入りました。３０代に入るまで、ひた
すらお茶室とか土蔵とかの伝統的な仕事をやっ
ていたんですけど、このままじゃいけないと思っ
ていろんな建築家の人と交流したり、海外に
出て勉強するようになりました。
　僕ら左官職人が一番技術を使う所は、やっ
ぱり数寄屋造りとかお茶室です。関西、特に
京都には沢山あって、まず竹を編んで土を塗
る作業から始まります。お茶室というのは繊
細に見せるために柱とか梁がすごく細く作ら
れていて、下地をしっかり作らないと１００年、
２００年持たないので、僕ら左官屋とか大工さん
がすごく工夫して作ります。普通に住宅の壁
を塗る場合は大体１～２週間で終わるんです
けれども、伝統的な土壁の場合は小さなもの
でも１年、２年かかります。土もただ塗るだ
けでなく、わらを入れてその繊維が残るよう
にして壁に薄く何回も何回も塗っていきます。
横から自然光が射すようなところでは土の肌
の表情がすごく変わるので、本当に息を止め
て壁を仕上げていきます。使う道具も普通の
住宅だとせいぜい１０種類くらいですけど、お
茶室をやるときは２００～３００種類の道具を使い
ます。全ての道具がオーダーメイドで自分の
手に合うように作ったものです。なぜお茶室
が特別かというと、建具屋さん、畳屋さん、
大工さん、職人のだれもが主役にならないよ

うに引き際を作ると
いうか、脇役になる
ように作るところに
あると思います。
　１０年ぐらい前から、
左官の技術を生かし
てオブジェを作ったり、
新しい建築に壁をデ
ザインしたりするよ
うになりました。そういうものを作る時、僕
らいろいろ土のサンプル、色のサンプルを作っ
て、その現場に合うように壁を作りますが、
それが結構大事なことで、今の左官屋さんは
なかなか自分たちでいろんな表情とか形を作
ることができなくなっています。最近、店舗
やマンションや学校のエントランスなどで土
が使われるようになったことは、僕らにとっ
てすごくうれしいことです。
　海外ではフランスの建築学科の学生たちに
教えたり、ヨーロッパの左官職人とか土のアー
ティストと交流しています。カッパドキアと
いう場所では、風とか雨が土や岩を削って隆
起と浸食を繰り返し、地面を作っていくさま
を見ました。自分たちがお茶室を作るとき、
１００年、２００年もつのは当たり前と誇りに思っ
ていたんですけど、実はそういう土も自然は
数千万年、数億年かけて作っていて、僕らは
その長い間かかって作られた土を、ほんの一
瞬借りて１００年、２００年の間壁にして、それが
また土に帰っていくんだなというようなこと
を考えさせられました。
　ありがとうございました。

卓話　 土の表情 ー左官を通じてー 12月は家族月間です

（Family Month）

１９９５－９６年度ハーバート・ブラウン会長は、世界平和は地域、家族から始まるとの考えを

表明しました。そして１９９５年１１月のＲＩ理事会において、 ２月の第２週を「家族週間」と指

定することになりましたが、２００３年７月の同理事会において、２００３－０４年度ジョナサン・

マジィアベ会長が、家族の重要性を主眼にしたことを称え、１２月を「家族月間」と指定し

ました。これに伴って「家族週間」は廃止されました。

（ロータリージャパン　ホームページより）

　１２月はロータリーの家族月間です。
　もともとは２月の第２週を「家族週間」としていましたが、２００３年以
来これが拡大され「家族月間」となりました。
　以前にも増して、家族の重要性がフォーカスされたわけです。
　家族という最小単位のしっかりとした絆がより広い意味での友愛の基
礎になるということでしょうか。
 「ロータリーの友」１２月号にはそんな家族の「絆」の話が紹介されてい
ます。
　ロータリアンそれぞれのファミリーもありますが、ロータリー・ファ
ミリーの友情・結束も忘れられません。
　ロータリー・ファミリーとはメンバーとその家族、そしてメンバーの
他にローターアクター、インターアクター、青少年交換学生、ロータリ
アンの遺族の方々、そしてロータリーの目標と理念の推進に向けて私た
ちと協同で活動してくださる方々で、皆がファミリー の一員です。
　１２月はクリスマスがあり家族のリユニオンの月ですが、世界中に広が
るロータリーの「絆」と「縁」について思いを馳せる月でもあります。

ロータリー情報委員会
委員長　河野　拓




